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保健福祉部の重点施策と予算の概要について 

（保健福祉部総務課） 

 



【道予算に占める割合】

款　別 Ｒ５年２定現計 構成比

議 会 費 3,339,456 0.1

総 務 費 304,471,079 9.7

総 合政 策費 87,635,995 2.8

環 境生 活費 25,887,990 0.8

保 健福 祉費 556,963,252 17.7

経 済 費 369,365,016 11.7

農 政 費 129,816,016 4.1

水 産林 務費 62,371,290 2.0

建 設 費 228,824,910 7.3 　◆予算額増減の主な要因

警 察 費 137,581,205 4.4 　　○一般会計（保健福祉費）

教 育 費 376,758,931 12.0

災 害復 旧費 4,853,098 0.2

公 債 費 652,809,466 20.7

諸 支 出 金 210,800,482 6.7 　　○国民健康保険事業特別会計

予 備 費 200,000 0.0

合　計 3,151,678,186 100.0

　　　・後期高齢者医療給付事業費負担金や介護給付・訓練等給付費負担金、
　　　　介護保険給付費負担金など義務的経費の増
　　　・感染症病床確保促進事業費や自宅療養者等支援事業費などコロナ関
　　　　連予算の減

　　　・後期高齢者支援金の増

272,678 ▲ 10,135 96.4

91.2

▲ 235,028

▲ 103,969,717

102.2
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485,741,401

２定補正額 合　　　計

102,304,428 587,838,113

0

102,249,373

2,784,494

令和５年第２回定例会補正予算案の概要【保健福祉部】

Ｒ４当初
予 算 額

694,357,296

(単位　千円、％）

625,642 423,931

485,533,685

既計上額

454,713,879

282,813 221,506

664,137,261

29,937,222

1,074,629,087971,900,728 102,728,359

485,741,401

51,172

556,963,252

合　　計

482,956,907

1,284,601

1,178,598,804

諸 支 出 金

一 般 会 計

国民健康保険
事業特別会計

母子父子寡婦
福祉資金貸付
事業特別会計

保健福祉費

環境生活費

100.6

前年比

84.7

83.9

30,598,300 3,883 30,602,183

Ｒ５予算額
区　　分

(単位　千円、％）

81.71,049,573

差引増減

▲ 106,519,183

▲ 107,174,009

664,961

議会費
総務費

総合政策費

環境生活費

保健福祉費

経済費

農政費

水産林務費建設費

警察費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

-1-



～めざす姿～「安全で安心して心豊かに住み続けることができる活力ある地域社会の形成」（北海道総合計画）

安心して妊娠、出産、子育てがで
き、子どもたちが健やかに希望を
もって成長できる環境づくり

地域に必要な医療の確保や健康で
安心して生活できる社会づくり

令和５年度 保健福祉部の重点政策

◆ 全国を上回るスピードで人口減少や高齢化が進行

・ 全国を下回る合計特殊出生率 ：1.12【45位】（全国 1.26）

・ 全国を上回る高齢化率 ： 32.8%【18位】（全国29.0％ ）

・ 全国を上回る自然減少率（４万人自然減）：△0.77％【13位】（全国△0.49％）

◆本道の地域特性を踏まえ少子化の流れを変える抜本的な対策を講じること
◆今後の人口減少や高齢化に対応した医療や介護サービスの提供体制を構築すること
◆障がいのある方や高齢の方など誰もが地域で支え合う体制を構築すること
◆地域における医療・福祉サービスを担う人材を養成・確保し担い手不足を解消すること
◆新興感染症等に備えて感染症に強い社会を構築すること

地域に生じる課題への対応

人口減少問題 保健医療福祉分野で求められていること

保健医療福祉を取り巻く環境

令和５年度重点政策のポイント

医療や福祉サービスに必要な人材
の確保とキャリア形成の推進

○子育てを社会全体で支える
子ども応援社会の推進

○暮らしを守る地域医療の
確保と健康づくりの推進

○医療・福祉サービスを担
う人材の養成・確保

誰もが共に支え合い、発展できる
社会の構築

○誰もが暮らしやすい社会
の構築

新興・再興感染症の発生及びまん延
に備え、感染症に強い社会を構築

○感染症に強い社会の構築

【医療人材】
●修学資金を活用した地域枠医師の配置

（再掲）

●医師の働き方改革の促進

●医学生等の地域医療体験学習の促進

●看護学生への修学支援（再掲）

●地域薬剤師確保対策の推進

【福祉人材】
●介護人材の量的確保・質の向上
・介護事業所における認証評価制度
の推進

・介護未経験者への研修支援

●介護事業所等の勤務環境改善
・労働環境改善のため介護ロボット、
ICT導入

・介護事業所の業務改善の取組支援

●保育人材の量的確保・質の向上

・保育士修学資金等貸付
・子育て支援員等認定資格取得に
関する研修

【セーフティネットの充実・強化】
●成年後見制度の体制整備に向けた支援

●生活困窮者への支援体制強化

●支援に取組む民間団体への助成

●SNSを活用したこころの健康相談

【共生型社会】
●属性や世代を問わない相談体制の

整備や地域づくりへの支援

●ケアラーへの支援体制の構築

【障がい者支援】
●障がい者の地域生活支援

・ピアサポーターの養成（新規）

・障害者就労支援施設等の農業参

入の支援等

【高齢者支援】
●地域包括ケアの推進に向けた支援の充実

●アクティブシニアの活躍支援

【地域医療】
●小児慢性特定疾病患者等の成人期医療

への円滑な移行を促進（新規）
●医療人材確保対策の推進
・修学資金を活用した地域枠医師の配置

・看護学生への修学支援
●地域医療構想の推進
●メディカルウイングやドクターヘリ

の運航
●メディカルウイングによる小児患者の
バックトランスファーを実施（新規）

●救急医療を担う医療機関への支援
●災害医療体制の確保
・災害医療従事者の養成

・災害拠点病院の医療提供体制整備

【健康づくり】
●デジタルを活用したヘルスケアの推進（新規）
●がん対策を推進するための総合的支援
・がん検診受診率の向上
・妊孕性温存療法費用の助成

●生活習慣病等の予防や健康づくりの
推進

【環境づくり】
●子どもの権利擁護体制構築（新規）
●ヤングケアラーの支援体制整備
●こどもファスト・トラックの取組の推進
（新規）

【結婚】
●結婚を望む方への出会いの場の確保
●知識の普及や情報発信による若年者へ
の意識啓発

【妊娠・出産】
●不妊治療（先進医療）の経済的負担の軽減
（新規）

●妊産婦に対する伴走型相談支援と経済
的支援の一体的実施

【子育て】
●保育施設でのスポット支援員配置による
保育体制強化（拡充）

●医療的ケア児支援センターの運営
●SNSを活用した相談体制の整備
●多子世帯の保育料軽減支援等子育て世
帯の負担軽減
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